
● 　● �日和62年 10月10日発行 第420号 

l 

発行所　福岡県遠賀郡遠賀町役場　　編　集　企画調整係　　印　刷　冷寧日印刷合資会社

害」．鶴田奮∴喜 �ー／ニ �l 　l 1！ ＼∴ 盟 �ノ鵜／ �∴∴語 義 

肴車（ ∴一∴●「 

十 �子　∴ 

ヽ 
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うちの子どうしているかしら
島門小学校で授業参観

健康づくりのつどい
Dと　き10月25日（日）

8時30分～15時30分

♭ところ　水巻町中央公民館とその周辺

♭催し物・特別講演
（九大教授緒方達彦先生）

相談コーナー（10時～12時）

家庭看護コーナー他

＊10月　の税金＊

町　県　民　税（第8期）
納期　10月16日（金）一10月31日（土）

町税の納税は便利な口座振替”ぐ………‥遠賀信用金庫、

遠賀郡農協遠賀支所、西日本銀行芦屋支店、福岡銀行、

楯岡相互銀行の窓口でお申し込みください。

II開聞iliiIii剛iiiiliilI間l周囲iil”i洲i剛I順iOm剛I順剛I肌用順ilIIililii剛iM日間i洲順i間I順iiIiii間川iIninimMImmmrqI



食
欲
の
秋
。
で
も
食
べ
て
は
か
り
い
る
と

…
・
…
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
。

そ
ん
な
あ
な
た
を
、
町
内
の
い
ろ
ん
な
サ

ー
ク
ル
が
手
ぐ
す
ね
引
い
て
待
っ
て
ま
す
。

充
実
し
た
秋
を
す
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
が
。閉

園
四
国
圏
圏

現
在
十
七
人
の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す

▽
例
　
会
　
毎
月
第
4
日
曜
日

ュ
3
時
～
1
6
時

▽
揚
所
遠
賀
町
公
民
館
別
館

▽
会
表
　
口
千
円

▽
申
込
先
末
寺
白
石
一
夫

節
（
2
9
3
）
1
2
8
6

（
圃
風
聞
開
園

自
然
と
い
き
も
の
に
や
さ
し
い
目
を
向
け

て
、
俳
句
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

初
、
聖
該
迎
で
す
。

▽
句
会
毎
月
第
1
、
第
3
金
曜
日

1
3
時
～
1
5
時

▽
場
所
中
天
公
民
館

▽
会
　
費
　
月
五
百
円

▽
申
込
先
浅
木
玉
野
信
窒

＄
（
2
9
3
）
1
1
0
7

ュ
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
英
公
民
館
茶
室

▽
費
　
用
月
三
千
円

▽
申
込
先
鬼
津
半
田
宗
吾
（
富
美
子
）

ま
た
は
半
田
発
雷
ま
で

衝
（
2
9
3
）
4
5
2
5

仕
整
骨
ク
リ
王
」
肴
、
／

研
∵
∵
搾
∵
∵
谷

抹
茶
（
表
千
象
）
、
煎
茶
（
小
笠
原
流
）

で
す
。
博
に
初
心
の
方
歓
迎
で
す
。

▽
練
習
日
　
火
曜
日
（
月
3
回
）

近
年
、
職
場
や
子
供
会
な
ど
に
お
け
る
レ

ク
指
導
の
内
容
は
、
よ
り
広
く
、
深
く
、
専

門
的
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

会
の
結
成
以
来
十
一
奉
間
、
私
達
も
こ
の

要
望
に
対
応
す
べ
く
、
勉
強
し
、
指
導
者
を

養
成
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
転
勤
や
結
婚

に
よ
っ
て
会
員
が
激
減
い
た
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
今
回
、
大
幅
に
会
員
を
糞
い
た
し

ま
す
。
初
心
者
・
経
験
者
を
問
い
ま
せ
ん
明

る
く
活
動
的
な
人
を
求
め
ま
す
。

▽
例
会
日
毎
月
第
1
、
第
3
月
間
口

▽
時
間
1
9
時
～
2
1
時

▽
場
　
所
　
コ
ミ
ュ
三
ナ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
ゲ
ー
ム
、
ソ
ン
グ
、
ダ
ン
ス
、

ク
ラ
フ
ト
な
ど

▽
会
費
年
二
千
四
百
円

▽
入
会
と
問
合
せ
例
会
時
に
直
接
会
場
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

衝
（
2
9
3
）
1
2
3
4
（
昼
）

＄
（
2
1
4
）
1
8
6
9
（
夜
）

田
中
幸
男
ま
で

㊥
胤
圃
開
園

未
来
の
国
際
交
流
都
市
遠
賀
を
告
ぎ
し

て
、
異
文
化
毒
英
語
を
通
し
て
学
び
ま
せ
ん

か
。
英
文
科
教
授
松
本
先
生
を
中
心
に
、

n
a
か
t
e
噛
g
k
露
を
招
増
し
た
り
、

h
o
鼠
展
・
の
せ
8
富
P
g
の
向
上
に
役

立
ち
ま
す
。
仕
事
か
ら
、
馨
雰
働
か
ろ
過

一
時
間
半
離
れ
て
、
頭
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
し
ょ
う
。

▽
練
習
日
　
毎
週
木
曜
日

ュ
9
時
～
2
0
時
5
0
分

▽
場
　
所
中
央
公
民
館
2
階

▽
対
象
社
会
人
、
大
学
生

▽
会
　
費
月
二
千
五
百
円
前
後

▽
連
絡
先
　
（
昼
）
山
下
幸
子

衝
（
2
9
3
）
4
7
5
4

（
夜
）
広
田
礼
子

衝
（
2
9
3
）
5
5
5
1

証
悶
閣
開
聞
閏

全
国
組
織
に
加
盟
の
健
全
な
カ
ラ
オ
ケ
同

好
会
で
す
。
．
健
蹄
に
、
美
容
に
、
ス
ト
レ

ス
発
散
に
．

▽
練
習
日
　
毎
月
第
1
、
第
3
日
曜
日

1
2
時
－
1
6
時

▽
場
所
今
古
賀
公
民
館

▽
璧
晃
　
江
頭
実

衝
（
2
9
3
）
1
6
2
0

（
園
圃
燭

結
婚
式
な
ど
で
謡
わ
れ
る
請
出
の
「
聖

の
資
材
が
当
地
に
あ
る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
つ

つ
あ
り
、
同
好
会
を
つ
く
っ
て
輪
を
広
げ
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
初
心
者
も
結
構
で
す

か
ら
、
こ
希
望
の
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
後
日
連
絡
い
た
し

ます。▽
申
込
先
英
永
田
源
蔵

舘
（
2
9
3
）
3
9
8
6

閣
閏
園
醒
函

町
内
に
女
鹿
の
謡
饉
霹
者
の
皆
さ
ん
、

一
緒
に
将
横
を
し
ま
し
ょ
う
。

将
棋
好
き
な
方
な
ら
初
心
者
、
経
験
者
を

問
い
ま
せ
ん
の
で
こ
連
絡
い
た
だ
く
か
、
会

場
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
練
習
日
　
同
月
ュ
8
日
（
日
）

1
3
時
～
2
2
時

以
後
の
日
程
は
後
日

▽
場
所
　
公
民
館
別
館
和
室

▽
連
絡
先
　
遠
賀
川
曇
半
艮
徳

（
昼
）
東
和
苑
木
野
理
容
院
内

面
（
2
9
3
）
2
4
6
6

（
夜
）
館
（
2
9
3
）
3
3
2
3
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防具のつけ方を教わる豆剣士たち

ます。
▽
馨
日
　
毎
凋
末
砲
口

1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
練
習
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
対
　
象
中
学
生
以
上
の
男
女

▽
会
費
一
旦
十
円

▽
申
込
先
広
渡
　
嶋
崎
慎
吾

衝
（
2
9
3
）
5
3
3
3

▽
開
会
晃
　
上
別
府
　
石
松
∴
教

範
（
2
9
3
）
2
9
9
4

◎
広
漠
教
室

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
、
金
頓
臼

広
渡
小
学
校
体
育
晶

▽
時
　
間
　
1
8
時
～
ュ
9
時
5
0
分

▽
申
込
先
　
1
0
月
宣
6
日
（
金
）
、
1
8
時
か
ら

広
渡
小
学
校
体
書
館
で

▽
聞
会
見
中
天
白
賀
恒
緩

衝
（
2
9
3
）
3
2
1
5

▽
申
込
先
　
練
習
日
に
直
接
会
場
に
お
い
で

に
な
る
か
、
教
苔
曇
貝
会
内

田
口
ま
で
。

禽
（
2
9
3
）
1
2
3
4

一
貫
し
た
教
育
窺
定
に
基
づ
い
て
、
野
山

を
訓
練
の
現
と
し
て
元
気
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
駅
前
満
掃
、
遠
賀
園
の
モ
チ
つ
き
、
子

と
も
祭
り
に
、
奉
仕
し
て
い
ま
す
。

▽
練
習
日
　
日
岡
日
（
第
3
日
園
を
除
く
）

1
0
時
～
1
2
時

▽
場
　
所
　
旧
商
工
会
館

▽
対
　
象
　
小
学
二
年
生
以
上

▽
費
　
用
　
入
国
時
　
二
千
八
百
円

毎
月
　
千
円

▽
申
込
先
今
橋
書
店

＄
（
2
9
3
）
0
0
3
8

当
ク
ラ
ブ
は
五
十
六
年
秋
に
創
部
さ
れ
、

北
九
州
市
民
リ
ー
グ
、
県
民
体
育
大
会
な
ど

に
出
物
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
雰
囲
気
は

と
て
も
明
る
く
、
初
心
者
は
も
ち
ろ
ん
、
実

年
者
（
？
）
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
募
集
し

▽
対
∴
象
小
学
一
年
生
以
上
。

女
子
も
大
歓
迎
で
す
。

◎
遠
賀
馨

▽
練
習
日
・
毎
週
月
曜
、
金
曜
日

第
一
武
道
場

・
毎
週
火
曜
、
土
曜
日

南
中
学
校
武
道
場

・
毎
週
水
間
、
土
曜
日

島
田
小
学
校
体
書
館

▽
時
　
間
　
い
ず
れ
も
ュ
8
時
～
ュ
9
時
0
0
分

▽
申
込
先
　
1
0
月
1
6
日
（
金
）
、
1
8
時
か
ら

第
一
武
道
場
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
も
う
一
竃
暮
し
ま
せ

んか。
▽
練
習
日
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
0
0
分

・
火
曜
日
　
島
門
小
学
校
体
育
館

・
金
曜
日
　
遠
賀
中
学
校
体
育
晶

▽
対
　
象
　
遠
賀
申
学
校
区
在
住
の
方

▽
会
費
毎
月
千
円

▽
申
込
先
　
見
津
　
秦
京
子

衝
（
2
9
3
）
0
3
0
1

健
康
つ
く
り
に
、
ま
た
老
若
男
女
を
問
わ

ず
誰
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
の

あ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
を
、
あ
な
た
も
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

▽
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
0
0
分

▽
場
　
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
会
　
寅
月
五
百
円

現
在
約
四
十
人
の
小
学
一
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
の
部
員
が
在
籍
し
て
、
北
九
州
大
会

全
日
本
大
会
な
ど
、
年
間
大
き
な
大
会
に
六

回
程
出
場
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
特
に
五

年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
部
員
が
足
り
ま
せ

ん
。
今
す
ぐ
君
の
足
を
借
り
た
い
／

名
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
、
名
キ
ッ
カ
ー
春
蝶
察

し
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
と
全
問
を
除
く
毎
日

1
7
時
～
1
9
時

▽
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
対
　
象
小
学
生
全
学
年

▽
会
　
受
　
口
生
・
五
百
円

▽
申
込
先
　
広
漠
　
嶋
崎
他
吾

＄
（
2
9
3
）
5
3
3
3

「
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
、
美
し
く
動
け

る
身
体
に
」
を
日
額
に
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ダ

ン
ス
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
、
各
踵
の
動
き

の
ト
レ
l
一
ン
ク
を
組
み
込
ん
だ
健
撰
体
操

で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
入
会
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
面
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

▽
練
習
日
・
毎
週
火
曜
日
　
別
府
新
公
民
館

1
0
時
～
1
2
時

・
毎
週
火
曜
日
　
広
渡
公
民
館

1
9
時
5
0
分
～
2
1
時

・
毎
週
水
曜
日
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
1
0
時
～
ュ
2
時

・
毎
週
金
曜
日
東
和
苑
公
民
館

m
時
～
ュ
2
時

▽
会
　
費
月
千
五
百
円
、

入
会
金
千
五
百
円

▽
連
絡
先
　
東
和
苑
　
若
造
七
美
恵

濡
（
2
9
3
）
3
6
1
3

年
令
は
問
い
ま
せ
ん
。
熟
年
の
方
大
歓

迎
。
希
望
の
万
は
会
場
へ
連
動
の
で
き
る
服

装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
練
習
日
　
毎
洞
禾
閏
、
ュ
9
時
～
幼
時
5
0
分

▽
場
所
広
漠
公
民
館

▽
費
用
月
会
窒
一
千
円

入
会
金
二
千
円

▽
連
絡
先
　
広
漠
中
野
す
み

盛
（
2
9
3
）
0
1
6
4



）4（四八
他

山
的⑬禽

地
域
ご
と

全
国
防
犯
運
動
（
十
月
十
一
日
～
十
月
二
十
日
）

近
ご
ろ
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
い
ろ
い
ろ
な
犯

罪
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
被
害

者
や
加
害
者
が
遠
賀
町
民
と
い
う
事
件
も
だ

い
ぶ
あ
り
ま
し
た
。
犯
罪
は
け
っ
し
て
遠
い

存
在
で
は
な
い
の
で
す
。

平
和
な
生
活
で
ゆ
る
み
が
ち
な
気
詩
を
も

う
一
度
ひ
き
し
め
、
犯
罪
か
ら
嘉
雇
を
守
ろ

う
と
、
全
国
防
犯
連
動
が
十
月
十
一
日
か
ら

十
月
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
運
動
の
重
点
と
し
て

・
自
動
車
、
侵
入
盗
犯
を
防
ご
う

・
暴
力
犯
罪
を
防
ご
う

・
悪
質
商
法
の
被
害
を
防
こ
う

を
取
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

犯
罪
の
な
い
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
を
め

ざ
し
て
、
あ
な
た
も
家
庭
で
、
近
所
で
、
職

場
で
防
犯
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
盗
を
防
ご
う

折
尾
署
管
内
で
今
年
は
七
月
ま
で
に
七
二

件
の
自
動
車
藍
が
起
っ
て
い
ま
す
。
盗
難
苗

の
中
に
は
銀
行
強
盗
や
ひ
っ
た
く
り
な
ど
で

次
の
犯
罪
の
道
具
と
し
て
使
わ
れ
る
も
の
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

自
動
車
盗
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
ち
ょ
っ
と
の
問

で
も
キ
ー
抜
き
と
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
確
実
に

・
車
内
に
お
金
や
貴
重
品
を
置
か
な
い

・
長
時
間
駐
車
は
駐
車
場
で
確
実
に

侵
入
盗
を
防
ご
う

・
外
出
す
る
と
き
は
隣
近
所
に
一
声
か
け
て

出
か
け
ま
し
ょ
う
。

・
長
い
間
留
守
に
す
る
場
合
は
、
近
く
の
派

出
所
や
駐
在
所
に
運
治
し
ま
し
ょ
う
。

・
出
入
ロ
や
窓
に
は
補
助
錠
を
取
り
付
け
、

l
ド
ア
2
ロ
ッ
ク
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
錠
を
新
聞
受
け
や
牛
乳
箱
に
入
れ
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

悪
質
商
法
の
独
善
を
防
ご
う

同
じ
鯛
間
の
窃
盗
は
一
五
三
一
件
、
う
ち

聖
楽
な
ど
の
侵
入
速
は
四
二
〇
件
で
す
。
侵

入
透
は
強
盗
や
傷
害
に
発
展
す
る
可
能
陸
を

含
ん
だ
危
険
な
犯
罪
で
す
。
甘
く
考
え
ず
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

優
大
釜
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

・
防
犯
チ
ェ
ッ
ク
タ
イ
ム
は
牛
後
二
時
と
午

後
九
時
で
す
。
外
出
前
と
寝
る
前
に
は
必

ず
戸
締
り
毒
し
ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
フ
ァ
ン
の
修
理
や
、
本
な
ど
の
学

習
教
材
を
強
引
に
売
る
悪
質
な
訪
問
販
売
の

基
因
が
依
然
と
し
て
あ
と
を
断
ち
ま
せ
ん
。

馨
に
あ
わ
な
い
た
め
に
次
の
点
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

悪
質
セ
ー
ル
ス
マ
ン

撃
退
＋
ヵ
条

・
何
の
用
？
し
っ
か
り
間
こ
－
つ
身
分
と
用
件

・
お
か
し
い
と
思
っ
た
と
き
は
ド
ア
諦
め
て

・
も
う
か
り
ま
す
、
そ
ん
な
言
葉
に
こ
用
心

・
あ
や
し
い
そ
、
人
の
フ
ト
コ
ロ
聞
く
業
者

・
勇
気
出
し
、
は
っ
き
り
言
お
う
「
い
り
ま

せん」

・
し
つ
こ
い
な
、
そ
ん
な
相
手
は
Ⅲ
番

・
迷
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
ま
ず
枯
淡

・
サ
イ
ン
し
て
、
あ
と
で
し
ま
っ
た
、
も
う

遅
い

・
契
約
し
て
も
お
金
は
後
払
い

・
あ
な
た
で
す
／
自
分
の
財
産
守
る
の
は

暴
力
犯
罪
を
防
ご
う

地
域
か
ら
暴
力
団
を
一
掃
し
、
暴
力
の
な

い
町
を
つ
く
る
た
め
、
暴
力
三
な
い
連
動
を

実
行
し
ま
し
ょ
う
。

・
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

・
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

・
奉
カ
国
に
金
を
出
さ
な
い

防
犯
相
談
所
開
設

折
尾
警
察
蕾
と
折
尾
防
犯
協
会
で
は
、
暴

力
関
係
や
金
融
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ

い
て
の
枯
淡
を
受
け
る
、
防
犯
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
こ

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き
　
的
月
1
6
日
（
金
）

1
3
時
～
ュ
5
時

▽
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

火
災
が
発
生
し
ま
す
と
、
一
刻
を
争
っ
て

消
防
車
師
が
現
場
に
か
け
つ
け
ま
す
。

で
も
、
最
近
火
災
現
場
付
近
に
路
上
駐
車

や
や
じ
馬
の
串
が
多
く
、
消
防
車
や
特
殊
車

輌
が
現
場
へ
ス
ム
ー
ズ
に
急
行
で
さ
す
に
因

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
場
で
ケ
ガ
人
が
で
た
時
も
、
救

急
車
の
現
勅
到
着
が
遮
れ
る
原
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

万
一
あ
な
た
の
家
や
家
族
に
、
火
災
や
救

急
と
い
う
事
態
が
発
生
し
、
消
防
車
や
救
急

車
の
到
着
が
遅
れ
た
場
合
を
考
え
る
と
ゾ
ッ

と
し
ま
せ
ん
か
。

い
ざ
と
い
う
時
は
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
に
備
え
路
上
駐
車
を

や
め
る
と
と
も
に
、
ど
う
し
て
も
火
災
現
場

へ
宜
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
は
、
な

る
べ
く
稔
れ
た
空
地
な
ど
に
駐
苗
す
る
よ
う

に
、
皆
さ
ん
の
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。

火
災
・
競
重
傷
敵
　
（
8
月
申
）
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遠
賀
町
文
化
祭

今
年
一
年
の
成
果
名
大
発
表
〃

恒
例
の
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。
町
民
の

み
な
さ
ん
の
多
数
の
出
品
と
こ
観
覧
を
お
待

ち
し
ま
す
。

▽
会
期
　
Ⅱ
月
6
日
（
金
）
ュ
3
時
～
1
7
時

1
日
（
土
）
9
時
～
ュ
7
時

8
日
（
日
）
9
時
～
1
6
時

▽
会
　
場
　
英
公
民
館
と
前
の
広
場

▽
主
　
催
　
第
1
2
回
文
化
祭
実
行
委
員
会

▽
間
会
見
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

舘
（
2
9
3
）
1
2
3
4

催
し
物
の
ご
案
内

◎
展
　
示
（
6
日
～
8
日
）

・
密
通
・
生
花
・
洋
裁
・
刺
し
ゅ
う

・
俳
句
・
短
歌
・
和
裁
・
和
紙
人
形

・
写
実
・
手
芸
・
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

・
密
事
。
か
な
香
道
・
手
措
き
友
禅

・
ち
ぎ
り
絵
・
紙
粘
土
・
煎
茶
　
他

◎
聾
野
菜
、
野
草
の
調
理
と
展
示

◎
影
絵
、
紙
芝
居
、
読
み
聞
か
せ

◎
文
化
講
演
会
（
1
日
、
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
）

・
請
師
川
上
硲
之
　
氏

（
元
N
H
K
チ
ー
フ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

◎
芸
能
大
会

8
日
、
9
時
4
5
分
－
鳩
時
5
0
分

・
展
示
作
品
の
申
込
⊥
南
天
、
搬
出

1
0
月
2
4
日
（
七
）
ま
で
に
英
公
民
館
へ

（
1
1
月
6
日
～
8
日
）

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
台
は
英
公
民
館
窓
口
と
馨
義
貞

会
社
会
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
搬
入
、
搬
出
は
出
品
者
で
お
願
い

し
ま
す
。

2
、
完
納
し
て
ま
す
保
険
料
／

3
、
相
談
し
て
ま
す
　
疑
問
点
／

納
め
ま
し
た
か

国
民
年
金
の
保
険
料

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
、

い
ま
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
保
険
料
を

納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と
、
万
一
の
寧
故
の
と

き
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど

が
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
碧
と
っ
た

と
き
の
慧
豊
麗
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
納
め
忘
れ
の
あ
る

方
は
、
す
ぐ
納
め
ま
し
ょ
う
。

や
す
ら
ぎ
の
明
日
を
さ
さ
え
る

基
礎
年
金

皆
さ
ん
に
国
民
年
捜
制
度
を
正
し
く
理
解

し
て
い
た
た
く
た
め
、
県
下
各
地
で
年
金
相

較
所
や
年
金
説
明
会
を
は
じ
め
、
国
民
銭
金

習
字
、
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
、
新
年
金
パ

ネ
ル
展
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
あ
な
た
の
年
金
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
老
後
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
年

金
に
加
入
し
て
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

将
来
の
年
金
を
受
け
る
た
め
の
条
件
で
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
は
、

保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た

の
年
金
権
を
守
る
の
は
あ
な
た
自
身
で
す
。

あ
な
た
も
次
の
三
つ
の
こ
と
を
必
ず
守
り
ま

し
ょ
う
。

1
、
加
入
し
て
ま
す
全
員
で
／

「
硬
式
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
み
た
い
な
あ
…
」

と
い
う
方
に
、
初
心
者
教
室
を
開
き
ま
す
。

▽
期
　
日
　
m
月
1
6
日
（
金
）
か
ら

ュ
0
月
中
は
毎
週
火
曜
、
金
曜
の

ュ
9
時
～
2
1
時
（
ナ
イ
タ
ー
）

n
月
は
土
曜
（
1
4
時
～
ェ
6
時
）

と
日
曜
（
1
0
時
～
1
2
時
）
で
、

通
算
1
0
日
間

▽
指
　
導
　
井
村
栄
記
毒
コ
ー
チ

▽
会
　
場
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
場

▽
会
　
費
一
回
五
百
円

▽
主
催
　
遠
賀
町
硬
式
庭
球
協
会

遠
賀
町
教
育
委
員
会

▽
申
込
先
　
ュ
0
月
鳩
目
ま
で
に
遠
賀
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
へ

℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4

年
齢
を
問
わ
ず
手
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
投
身
愛
好
者
が
捕
え
て
き
た
イ
ン
デ

ィ
ア
カ
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
　
的
月
1
4
日
（
水
）
、
2
1
日
（
水
）

約
日
（
水
）
、
5
0
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
会
場
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
対
　
象
　
成
人
男
女

▽
参
加
料
　
二
百
円
（
保
険
、
資
料
代
）

▽
襲
晶
筆
記
用
具
、
運
動
靴
（
上
は
き
）

▽
指
　
導
　
遠
賀
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

▽
主
催
教
育
委
員
会

▽
申
込
先
的
月
1
2
日
ま
で
に
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
、
館
（
2
9
3
）

1
2
3
4
へ

▽
場
　
所
　
遠
資
町
中
失
公
民
館

▽
受
　
付
　
的
月
1
日
－
n
月
2
5
日
（
2
5
日

は
8
時
5
0
分
ま
で
）
に
遠
賀
郡

消
防
本
部
で

※
詳
細
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
係

衝
（
2
9
3
）
1
2
3
1
へ

＼
戦
時
没
点
者
慰

遺
族
会
主
催
で
、
戦
没
者
慰
霊
祭
が
挙
行

さ
れ
ま
す
。

遠
賀
町
に
転
入
さ
れ
、
遺
族
会
に
所
属
さ

れ
て
い
な
い
方
で
、
撤
鰹
祭
に
参
加
を
義
堂

さ
れ
る
方
は
十
月
十
七
日
ま
で
に
役
場
福
祉

係
に
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
目
　
時
　
m
月
2
1
日
（
水
）

1
0
時
～
〃
2
時

▽
場
　
所
　
慰
霊
塔
前

（
遠
賀
中
学
校
々
塵
）

※
危
険
勅
願
扱
者
賦
験

▽
試
験
日
　
ェ
2
月
6
日
（
日
）

▽
種
類
申
踵
、
乙
穂
（
4
類
～
6
類
）

丙
謹

▽
試
験
場
北
九
州
大
学
系
九
州
市
）

▽
頗
筈
受
付
　
遠
賀
郡
消
防
本
邦

ュ
0
月
〃
日
～
ェ
0
月
2
1
日

北
九
州
市
消
防
局

1
0
月
2
2
日
～
如
月
お
目

※
受
験
準
備
競
留
金

▽
講
習
日
　
Ⅱ
月
2
5
日
（
水
）

▽
目
　
時
　
0
0
月
2
3
日
（
金
）

的
時
～
ュ
5
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
八
幡
西
区
役
所

▽
受
付
相
談
事
項

・
旧
軍
人
な
ど
の
恩
給
に
つ
い
て

・
戦
傷
病
者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て

・
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る
援
護
に
つ

い
て

・
旧
軍
人
な
ど
の
叙
位
叙
勲
に
つ
い
て

・
中
国
な
ど
か
ら
の
引
揚
者
お
よ
び
未
引
揚

者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て

・
そ
の
他
接
撃
滅
全
般



秋の予防接種がスタート
秋の予防接種のトップをきって、ポリオ生ワクの

技与が中央公民館でありました。おかあさんにつれ
られて会場にやってきた子ともたちは、問診のあと

授与を受けました。他の予防接遜とちがって痛くは
ないのですが、子ともたちは白衣の先生の姿を見る
と顔が変形して、中には泣く子もちらほら。先生が

「痛くないよ」とあやしてくれて、・Pっと投与がす

みました。

‘、、＼＼、へ、、、■m

9月の末から10月の初めにかけて、町内の小・中

学校や保育園・幼稚園で運動会が！重大に開催されま
した；。

ここ遠賀川保育園でもお父さんお母さんの熱いま
なざしを背に、園児たちはかけっこやお遊戯に大は
Leき。特に玉入れではお手伝の大人の方がいっし
ょうけんめいになって、赤、白とも玉が山盛！りにな

るほど入りました。

そのバトン私のよ

JR遠賀川駅tこ

図書返却ポスト設置
中央公民館：図書室で借りた本を、遠賀川駅でも返す

ことが出来るようになりました：。24時間、通勤、買い

彪婦りなどにこ利用‾Fさい。

駅の入り口に殺腫［してあります。
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逸質町絶技集姐合 

9月11日、遠賀中央幼稚園でモチまきがありまし

た。新しく建築される菖講堂の工事の無く導を願った

後、空から降ってくる紅白のモチに園児たちは大喜
び。1人で20個ちかくも拾った子もいれば、1個だ

けの子も。でも、みんな伸よしお友たち、後でみん
なで同じ数に分けて、お母さんへのおみやけができ
ました。

勧龍田尊艶福梓
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二輪車の交通安全アピールにと、このほど交通安

全ライダー隊が役場を訪れました。そろいのツナ羊
に身をかためた皆さんが白バイを先頭に現れると、
役場に来ていた人たちはびっくり。玄関前にピリッ

と濫例した皆さんは町長宛の交通安全宜：言を読みあ
げたあと、まだ：さっそうと風を切って次の目的士也へ

向いました。

交通安全ライダー参上

安全運転を
お願いします

遠i賀バイパスで秋の交通安全逼！勤の一環として、交

通安全キャンペーンがありました。ドライバーに安全

連転をしてもらおうと、広渡小学校PTAの皆さんや
先生、折尾交通安全t萬会、それに折尾警察署のおまわ
りさんたちが道行く串を止め、一台一台に冷めたい飲
み物と交通安全のチラシ、そして「安全．運転をお願い

します」と声をかけていましだ：○

豊　で、＼ミ 
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交通部故からお年寄りを守ろうと、このほど遠賀
静光園で交通安全のつといがありました。金轡黄の
特設会場に集まったおじいちゃんおばあちゃんたち
は、最初に実際引こ起こったお年寄りの交通専政の映

画をうなずきながら見たあと、折尾暫察署のおまわ
りさんから自分たちでは気がつかないお年寄りの特
性や、交通寧故から身を守る方法などを教わりまし

おじいちゃんおはあちゃん

章に気をつけてね
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④

たしみさ
しよりと
汁うんう

ゆ）

カ大人ノ＼

発詳
諦需日射掴持場撃

続
を
過
賞
町
文
学
散
歩

㈹

遠
賀
づ
つ
み

－
好
晴
の
遠
賀
川
は
悠
容
と
流
れ
て
ゐ

る
。
港
町
芦
屋
に
一
里
と
は
砺
っ
て
い
な
い

洞
を
は
じ
め
横
山
白
亜
、
杉
田
久
女
、
柏
崎

る
る
な
ど
五
十
人
も
の
俳
句
作
家
が
、
遠
賀

を
訪
れ
て
い
る
。
彼
等
は
折
尾
か
ら
自
動
連

を
遠
賀
川
橋
の
僕
で
捨
て
、
長
い
遠
賀
つ
つ

河
口
。
鴇
矧
之
水
門
。

そ
こ
に
今
日
の
吾
々
の

吟
行
が
行
ほ
れ
て
ゐ
る
。

モ
は
も
う
勅
に
出
て

銀
風声

が
醇
が
枯
れ
て
ゐ

る
。
水
嵩
の
多
い
頃
の

あ
の
眼
も
覚
め
る
様
な

尊
洲
は
、
季
節
の
風
に

乗
っ
て
何
処
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
か
。
十
一

月
の
桔
洲
に
は
黒
い
牛
が
二
匹
放
し
て
あ

る
。
襖
と
其
の
引
手
。
こ
の
引
手
は
時
々
う

こ
き
ま
す
。

堤
上
の
う
ら
枯
れ
た
し
こ
草
の
中
に
咲
い

て
ゐ
る
垂
。
湊
を
か
ぶ
っ
て
は
ゐ
る
け
れ

ど
、
こ
ん
な
季
節
に
咲
き
出
て
は
ゐ
る
け
れ

ど
、
あ
の
花
は
い
つ
も
相
関
の
歌
を
つ
ぶ
や

い
て
ゐ
る
。
－
白
虹
（
「
天
の
川
」
一
五

〇
号
よ
り
）

昭
和
六
年
十
一
月
の
あ
る
日
、
吉
岡
禅
寺

遭
賀
川
握
防

－
こ
の
秋
晴
れ

の
遠
賀
堤
を
満
喫

せ
よ
と
云
ふ
。
ま

こ
と
に
爽
涼
た
る

秋
晴
れ
の
一
日
で

は
あ
る
。
芦
の
間

を
縫
ふ
て
滴
る
る

紺
碧
の
水
は
ま
ぶ

し
い
ほ
ど
だ
。
堤

み
壱
徒
歩
で
芦
屋
に
行

き
、
更
に
山
鹿
の
城
山

に
も
登
り
、
こ
の
一
日

で
多
く
の
作
品
を
作
っ

て
い
る
。

そ
の
紀
行
文
と
俳
句

を
借
り
な
が
ら
五
十
年

前
の
遠
賀
に
思
い
を
馳

せ
る
の
で
あ
る
。

げ
は
、
秋
の
小
鳥
は
浮
か
む
で
沈
む
。

水
の
上
を
漂
ふ
白
雲
、
そ
れ
を
め
ぐ
り
て

針
を
垂
る
る
四
五
鰻
の
舟
。
I
る
る

秋
天
や
吉
江
の
請
多
か
ら
ぬ
　
自
虹

草
稿
る
る
鴇
桐
の
み
な
と
の
ふ
る
せ
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
堀

遠
賀
の
洲
や
芦
刈
ら
ぬ
あ
り
乾
く
あ
り

静
史

滝
釣
も
牛
も
う
つ
れ
り
遠
賀
の
水

諺
由
子

か
が
ま
る
も
漕
ぐ
も
を
み
な
や
遠
賀
の
秋

水
沙
女

末
枯
れ
の
水
に
ち
ら
り
の
蝶
の
影

泥
中

荒
れ
や
ま
ぬ
遠
賀
の
河
口
や
鰯
雲

嘉
録

千
い
わ
し
見
て
い
る
棚
も
夕

づ
け
り

久
女

手
鰯
し
ま
へ
は
屋
根
に
日
あ

る
の
み

古
鼎

城
山
に
の
は
り
て
つ
き
し
革

じ
ら
み
∴
∴
∴
禅
寺
洞

お
が
詣
き
ん
の

憾
廉
メ
ニ
ュ
ー

日
本
食
を
み
な
お
す

（
繊
維
質
の
も
の
を
食
べ
ま
し
ょ
う
）

が
め
煮
（
筑
前
煮
）

材
料
（
六
人
分
）

鶏
（
骨
つ
き
か
く
切
り
）

じ
ゃ
が
い
も

た
け
の
こ

に
ん
じ
ん

ご
ぼ
う

乾
し
い
た
け

山
鹿
城
山

の
薄
は
ほ
は
け
て
銀
に
い
ぶ
る
。
未
棺
の
音

さ
や
さ
や
と
、
見
渡
す
限
り
の
芦
の
瀬
が
騒

こ
ん
に
ゃ
く
　
　
　
　
　
1
枚

さ
や
え
ん
ど
う
　
　
　
　
5
0
タ

作
り
方

①
こ
ほ
う
は
乱
切
り
し
、
ア
ク
を
ぬ
く
。

じ
○
が
い
も
も
切
り
、
ア
ク
を
ぬ
く
。

に
ん
じ
ん
、
た
け
の
こ
も
乱
切
り
に
し
、

し
い
た
け
は
戻
し
て
そ
ぎ
切
り
に
す
る
。

こ
ん
に
ゃ
く
は
ゆ
で
て
一
口
大
に
指
で

ち
ぎ
る
。

⑤
鍋
に
だ
し
と
④
壱
合
わ
せ
て
、
鶏
肉

と
さ
や
豆
以
外
の
野
菜
を
加
え
、
落
し

ぶ
た
を
し
て
汁
が
な
く
な
る
ま
で
ゆ
っ

く
り
と
煮
る
。

⑪
器
に
盛
り
、
青
み
の
さ
や
豆
を
の
せ
る
。

④
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
、
わ
い
わ
い
い
い

な
が
ら
楽
し
く
、
お
い
し
く
い
た
だ

く。
※
油
で
炊
め
て
煮
込
ん
で
も
よ
い
。

遠
賀
町
食
生
活
改
選
罷
進
会
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▽　　　▽　▽　　　　　▽
現　　時〕劉　　　　対

所　関白　　薯

8
月
鳩
目
～
9
月
1
6
日
ま
で
の

地
区
巡
回
で
実
施
し
た
時
に
、

検
診
対
象
者
で
受
け
て
な
い
人

的
月
3
1
日
（
土
）

8
時
0
0
分
～
n
時

1
3
時
～
ュ
5
時

遠
賀
町
公
民
館
別
館

▽
特
番
晶
総
合
検
診
受
診
粟
お
よ
び
役
場

か
ら
の
通
知
ハ
ガ
キ

▽
時
間
　
各
医
院
、
病
院
の
馨
語
間
内

▽
対
象
者
3
歳
以
上
の
希
望
者

▽
接
種
方
法
一
週
間
か
ら
四
週
間
の
間
隔

を
お
い
て
二
回
撰
超

▽
科
∴
金
　
3
歳
－
中
学
生
以
下
は
無
料

1
5
歳
以
上
は
一
回
七
百
六
十
円

▽
持
参
品
田
等
料
金

▽
注
　
憩
朝
の
体
温
を
計
っ
て
お
く
こ
と

▽
問
診
票
の
配
布

3
歳
～
中
学
生
以
下
、
生
保
お
よ
び
町
県

民
説
が
均
等
割
頼
以
下
の
世
話
の
人
は
無
料

用
の
問
診
票
を
配
布
致
し
ま
す
の
で
、
役
場

に
印
鑑
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

な
お
前
記
以
外
の
人
は
問
診
票
左
各
産
院

お
よ
び
病
院
に
お
い
て
い
ま
す
。

午
後
に

起
こ
り
が
ち

な
事
故

職
場
で
の
労
働
災

善
霹
的
に
見
る

と
、
同
日
で
は
水
曜

日
、
時
間
で
は
牛
後

一
一
時
か
ら
三
時
の
間

に
最
も
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

仕
事
に
慣
れ
始
め
た
こ
ろ
に
幕
政
が
起
こ
っ

て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
初
心
者
ド
ラ
イ
バ

大
き
な
幕
政
の
陰
に
は
三
十
の
小
さ
な
事

故
が
あ
り
、
一
つ
の
小
さ
な
疎
故
の
陰
に
は

三
百
の
未
然
幕
政
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

気
が
緩
み
が
ち
な
午
後
の
勤
務
で
の
小
さ
な

聖
故
や
未
然
尊
敬
の
一
つ
一
つ
義
訓
と
し

て
い
け
ば
、
決
し
て
大
き
な
事
故
を
起
こ
す

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

快
適
に
、
そ
し
て
安
全
に
仕
草
を
終
え
る

た
め
に
は
、
自
分
で
心
身
の
状
態
を
よ
く
観

察
し
、
労
働
と
休
憩
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

1
0
月
3
1
日
（
土
）

8
時
5
0
分
～
Ⅱ
時

遠
賀
町
公
民
館
別
館

役
場
か
ら
通
知
の
封
書

ー
が
、
よ
う
や
く
自

動
車
の
運
転
に
慣
れ

た
こ
ろ
に
事
故
を
起

こ
し
や
す
く
な
る
ケ

ー
ス
と
似
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
を
す
べ

仕
事
の
量
や
内
容
を

検
討
し
よ
う

1
0
月
純
白
（
月
）

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

役
場
保
健
室

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴
指
導

母
子
手
腫
受
領
の
方
は
印
鑑

無
料

Ⅱ
月
2
日
～
ュ
2
月
ュ
5
日

町
内
の
医
院
お
よ
び
病
院

▽
接
種
目
　
地
月
5
日
（
木
）

Ⅱ
月
2
7
日
（
金
）

1
2
月
2
2
日
（
火
）

▽
時
間
受
付
　
1
3
時
ュ
0
分
～
1
4
時

接
穂
　
ェ
3
時
5
0
分
～

▽
場
所
中
英
公
民
館

▽
対
象
著
生
後
2
4
カ
月
～
4
8
カ
月
児

▽
持
蕗
品
　
問
診
票
、
母
子
手
膜

予
防
接
運
の
申
込
み
方
法

各
予
防
接
種
の
一
週
間
前
か
ら
前
日
ま
で

に
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
保
健
衛
生
係
に
申

込
み
を
し
て
問
診
票
と
注
塞
冨
受
領
し
て

く
だ
さ
い
。
問
診
票
を
受
領
さ
れ
な
い
と
予

防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

て
「
気
の
媛
み
」
に
よ
る
郵
政
と
し
て
し
ま

う
の
は
、
あ
ま
り
に
安
易
す
ぎ
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

終
業
の
ベ
ル
を
聞
い
て

ヘ
ル
ス
・
チ
ェ
ッ
ク

終
業
の
ベ
ル
が
鳴
っ
た

時
の
心
身
の
反
応
は
、
朝

の
仕
車
始
め
の
ベ
ル
と
は

違
っ
た
憲
味
で
大
切
な
ヘ

ル
ス
・
チ
ェ
ッ
ク
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

時
間
の
経
過
を
早
く
感

じ
る
の
は
、
健
康
状
態
の

よ
い
証
拠
で
す
。
仕
導
に

没
頭
し
、
遂
行
し
得
た
轡

ひ
ど
潤
定
感
を
愚
昧
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
身
体
的
に
健
蹟
な
状

態
で
あ
る
と
と
も
に
、
精
神
的
・
社
会
的
に

も
良
好
な
状
態
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

た
だ
し
、
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

去
っ
た
も
の
の
、
仕
事
は
思
う
よ
う
に
は
か

ど
ら
ず
、
や
り
残
し
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
り
す
る
と
、
精
神
的
に
は
落
ち
付
き
ま

せ
ん
。
健
康
な
生
酒
を
送
る
に
は
、
仕
事
の

計
画
の
立
て
方
に
つ
い
て
も
十
分
考
え
て
お

い
た
は
う
か
い
い
で
し
ょ
う
。

－
日
の
仕
事
の
反
省
を

も
ち
ろ
ん
、
計
画
は
よ
か
っ
だ
の
に
、
い

つ
も
と
違
っ
て
能
率
が
思
か
っ
た
り
、
ミ
ス

や
ロ
ス
が
多
く
で
仕
事
を
や
り
残
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
こ

そ
、
終
業
時
に
一
日
の
仕
事
量
や
仕
革
の
内

容
を
点
検
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
能

率
が
落
ち
た
原
因
、
ミ
ス
と
は
い
え
な
い
ま

で
も
ニ
ア
ミ
ス
と
な
っ
た
原
因
な
ど
を
欝

し
て
お
く
こ
と
は
、
あ
な
た
自
身
の
健
康
で

安
全
な
職
轍
を
つ
く
る
巻
本
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ヘ
ル
ス
・
チ
ェ
ッ
ク
の
目
的

は
、
自
ら
の
健
療
状
態
を
観
察
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
活
の
仕
方
、
仕
謡
の
仕
方
を
改

善
し
、
職
場
や
生
活
毅
塊
の
改
善
に
役
立
て

る
こ
と
に
も
あ
る
の
で
す
。

指
導
　
青
山
美
原

岡
山
大
学
医
学
部
教
授
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26 �月 �妊　　婦　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �妊産婦 母子手帳交付 �9ページ 

幻 �火 �硬式庭球教室④ � �総合運動公園 テニス鴇 �体　育　係 �教室申込者 �5ページ 

28 �水 � � �勤労者 体　育 センター �体　育　係 �教室申込者 �5ページ 

30 �金 �総　　合　　検　　診 �9：00・－11；00 �遠賀町 公民館別館 �保健衛生係 �遠賀川区 冒ガン検診受付は11時まで �広報 8月10日号 勤労者 体　育 センター �体　育　係 �教室申込者（最終） �5ページ 

硬　式庭球教　室⑤ � �総合運動公園 テニス場 �体　育　係 �教室申込者 �5ページ 

31 �土 �総　合　検　診 （もれ者） � �公民館別館 �保健衛生係 �各区の総合検診で受診され てない人 �9ページ 


